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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置に記録されたオーディオビジュアルドキュメントの導入部分の新たなラウンドアッ
プを作成する方法であって、
　前記オーディオビジュアルドキュメントを２つの部分に分割するステップであって、一
方の部分は初期ラウンドアップであり、他方の部分は複数のオーディオビジュアルレポー
トを含む、ステップと、
　前記初期ラウンドアップを複数の初期ラウンドアップ部分に分割するステップと、
　前記複数の初期ラウンドアップ部分における或る初期ラウンドアップと、前記複数のオ
ーディオビジュアルレポートとの間の対応関係を調べ、前記複数の初期ラウンドアップ部
分に対応しない、前記複数のオーディオビジュアルレポートに属する少なくとも１つのオ
ーディオビジュアルレポートを検出するステップと、
　前記初期ラウンドアップ部分に対応しない前記少なくとも１つのオーディオビジュアル
レポートについて、該少なくとも１つのオーディオビジュアルレポートから抽出された少
なくとも１つの映像から、サマリを作成するステップと、
　作成された前記サマリを前記初期ラウンドアップに統合し、新たな導入部分のラウンド
アップを作成するステップと
　を有する方法。
【請求項２】
　作成された前記サマリを前記初期ラウンドアップに統合することが、前記オーディオビ
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ジュアルレポートの順序に従ってなされる、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記サマリを作成することが、オーディオビジュアルレポートの少なくとも１つの映像
を抽出することによりなされ、前記映像は、司会者の姿の表示のような所定の特徴を有す
る、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　所与のオーディオビジュアルレポートに関連するサマリの作成は、該オーディオビジュ
アルレポートの持続時間が所定の持続時間より長い場合にのみ行われる、請求項１ないし
３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　複数のオーディオビジュアルレポートを連結するステップを有し、該オーディオビジュ
アルレポートは、少なくとも一部分がローカルに作成された１つのサマリにのみ関連付け
られる、請求項１ないし４の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　連結されたオーディオビジュアルレポートが、所定値より短い持続時間又は特定のテー
マのような特定の属性を有する、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　ラウンドアップ部分がローカルに作成されたことを示す視覚的な指示部が、該ラウンド
アップ部分を表示する際に表示されるステップを有する、請求項１ないし６の何れか１項
に記載の方法。
【請求項８】
　中央処理ユニットと、ドキュメントの保存手段に記録されたオーディオビジュアルドキ
ュメントの少なくとも一部を再生する手段と、選択コマンドの受付手段とを有するオーデ
ィオビジュアル受信機であって、前記ドキュメントは、複数の初期ラウンドアップ部分に
分割された初期ラウンドアップと、複数のオーディオビジュアルレポートとを含み、当該
オーディオビジュアル受信機は、
　前記複数の初期ラウンドアップ部分に属する初期ラウンドアップ部分の各々を、前記複
数のオーディオビジュアルレポートに属するオーディオビジュアルレポートに関連付ける
手段と、
　前記複数の初期ラウンドアップ部分のどれにも対応しない少なくとも１つのオーディオ
ビジュアルレポートのサマリを作成する手段と
　を有し、前記サマリは、前記オーディオビジュアルレポートの少なくとも１つの映像か
ら構築され、
　前記保存手段は、前記サマリを前記初期ラウンドアップに統合し、オーディオビジュア
ルの前記ドキュメントの新たな導入部分のラウンドアップを作成し、
　作成された新たな導入部分の何れかのラウンドアップ部分を活性化する選択コマンドを
入力すると、対応するオーディオビジュアルレポートの再生が始まる、オーディオビジュ
アル受信機。
【請求項９】
　前記保存手段は、前記オーディオビジュアルレポートの順序に従って、前記オーディオ
ビジュアルレポートの前記サマリを前記新たな導入部分のラウンドアップに統合する、請
求項８記載のオーディオビジュアル受信機。
【請求項１０】
　ラウンドアップ部分に対応しないオーディオビジュアルレポートのサマリを作成する前
記手段が、前記オーディオビジュアルレポートの少なくとも１つの映像を抽出し、前記映
像は、司会者の姿の表示のような所定の特徴を有する、請求項８又は９に記載のオーディ
オビジュアル受信機。
【請求項１１】
　所与のオーディオビジュアルレポートに関連するサマリの作成は、該オーディオビジュ
アルレポートの持続時間が所定の持続時間より長い場合にのみ行われる、請求項８ないし
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１０の何れか１項に記載のオーディオビジュアル受信機。
【請求項１２】
　前記保存手段が、複数のオーディオビジュアルレポートに関連する１つのサマリを作成
し、選択コマンドの入力により、該複数のオーディオビジュアルレポートが再生される、
請求項８ないし１０の何れか１項に記載のオーディオビジュアル受信機。
【請求項１３】
　唯１つのサマリに関連付けられたオーディオビジュアルレポートが、所定値より短い持
続時間又は特定のテーマのような特定の属性を有する、請求項１２記載のオーディオビジ
ュアル受信機。
【請求項１４】
　新たなラウンドアップ部分と視覚的な指示部を表示する表示手段をさらに有し、前記指
示部は、該ラウンドアップ部分がローカルに作成されたことを示す、請求項８ないし１３
の何れか１項に記載のオーディオビジュアル受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、初期のラウンドアップ及びレポートを有するオーディオビジュアル文書につ
いて新たなラウンドアップを作成する方法、及びその方法を使用する受信機に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、多くの装置が、記録されたオーディオビジュアル作品を受信及び再生できる。最
近は、大容量のハードディスクがこれらのオーディオビジュアル受信機に組み込まれつつ
ある：したがって、一方向性のブロードキャストネットワークや、１対１ネットワーク（
例えば、インターネット）等からダウンロードしたコンテンツを受信機に保存することが
できる。これらの装置の内、パーソナルビデオレコーダ（ＰＶＲ：　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　
Ｖｉｄｅｏ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）には一般に電子番組ガイド（ＥＰＧ：　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）が備わっており、ハードディスクに記録されたコ
ンテンツをユーザに表示したり、コマンドを使ってそれらを再生したりすることを可能に
する。現在、ハードディスクのサイズは、番組を２００時間以上記録することを可能にす
る。利用可能なこのような（膨大な）情報量により、内外のナビゲーションを速やかに行
う新たな機能をＰＶＲに付加することが求められる。ＥＰＧは、多くの基準に従って文書
（ドキュメント）を再編成し、例えば、テーマ、タイプ、言語、ペアレンタルコントロー
ル等のグループでドキュメントを提示する。この分類は、オーディオビジュアルコンテン
ツに付随するメタデータを用いて行われる。変形例として、受信機がコンテンツを分析し
て分類してもよい。ストレージ手段の別の例は、オーディオビジュアル作品を磁気テープ
に記録するビデオカセットレコーダに関連し、この場合、オーディオビジュアル作品への
アクセスは順番どおりに（シーケンシャルに）行われる。これらの製品の場合、現在のチ
ャネルで受信したビデオを速やかに記録することや、将来のイベントをプログラムするこ
とができる。コンテンツを記録する方法が何であれ、ユーザインターフェースは、ダウン
ロード及び記録した作品の選択や再生を制御することができる。先ず、ユーザは、視聴し
たい番組を番組ガイドを使って選択する。そして、「再生」ボタンを押すことで、その作
品の視聴を開始する。
【０００３】
　ディジタル記録（例えば、ＤＶＤ）の場合、作品はいくつもの章（チャプタ）に分割さ
れている。この場合、ユーザは、あるチャプタを選択し、選択したチャプタの最初から視
聴を開始できる。「次のトラック」ボタンを押すことで、（現在のものを）スキップし、
次のセグメントを視聴できる。ブロードキャストネットワークから受信されるいくつかの
番組もセグメント化（分割）されており、いったんそれが受信機のハードディスクに記録
された後、ユーザは、視聴する特定のセグメントを選択することができ、或いは、最初の
数秒だけを見ることでセグメント毎にナビゲートし、必要なセグメントを探索可能にして
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いる。番組が一切セグメント化されずに受信された場合でも、受信機の段階でセグメント
化を行う分割方法がある。西暦２００２年１０月２８日付けで出願された仏国特許出願第
０２．１３９７７号（ＦＲ０２．１３９７７）として参照される特許出願は、あるセグメ
ント法を説明しており、その方法は、オーディオビジュアルコンテンツ作品を使用し、そ
こから意味のあるまとまりをなす部分を抽出する。ＦＲ０２．１３９７７の出願で説明さ
れている方法は、いくつものレベルに応じてスポーツビデオのセグメント化を行うことが
できる。映画やドキュメンタリのビデオのツリー構造を、自動的に抽出できる方法も存在
する。古典的には、映像の色の突然の変化に基づいて、ビデオが複数のショット（ｓｈｏ
ｔｓ）に分割される。それらのショットは、ショット内容の視覚的な類似性及び時間的な
近接性に基づいて、場面（シーン）にグループ化される。一般に、多数のタイプのビデオ
ドキュメントについて、いくつものレベルを有するツリー構造を決めることができる。
【０００４】
　特許文献１（ＵＳ２００６／０１０７２８９）は、オーディオビジュアル番組及びそれ
ら番組に関連するサービスデータを受信するオーディオビジュアル装置を説明している。
この装置は、衛星、ケーブル及び地上の様々なネットワークから到来するいくつものデー
タを受信する手段と、それらのネットワークから受信したデータを記憶する手段とを有す
る。装置は電子番組ガイド（ＥＰＧ）を表示し、記録された様々なドキュメントを提示す
る。ドキュメントはサムネイルの形式で表示され、サムネイルはドキュメントの最初のビ
デオフレームである。最初の映像が真っ黒だった場合、別の映像が表示される。この文献
の場合、ドキュメントのタイトル及び最初の映像以外の何かをユーザに提示して、ラウン
ドアップ（ｒｏｕｎｄｕｐ）の内容を豊かにすることはできない。
【０００５】
　記録されたドキュメントがテレビジョンのニュース番組であった場合、この方法による
索引付け（ｉｎｄｅｘｉｎｇ）は、レポート（ｒｅｐｏｒｔ）への直接的なアクセスを可
能にする。一般に、テレビジョンのニュース番組はラウンドアップと共に始まり、ラウン
ドアップの間、そのニュース番組を構成する主なレポートが表示される。適切な場合、そ
の索引付け法を使ったガイドは、ラウンドアップを或るレポートとして提示し、その態様
でユーザに提示する。しかしながら実際には、ラウンドアップ中の映像は、様々なレポー
トを口頭で表す司会者を表示し、有効な索引付け法は考案されておらず、総ての画像が１
つにまとまっている。別の状況では、ラウンドアップはいくつかのレポートに分割される
。総ての場合において、ニュース番組の各部分は、同じ表示レベルで別々に示される。そ
れらが実際のレポートであるか或いはラウンドアップであるかを示すことなく、ニュース
番組がいくつものレポートで構成される様子がユーザにはっきりと見えてしまうので、こ
の方法は申し分のない方法ではない。さらに、レポートがラウンドアップの中で提示され
なかった場合、ユーザがそれを簡易に発見することは困難である。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００６／０１０７２８９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、レポート及びラウンドアップ部分の間で効率的なナビゲーションを可
能にすることで、この種のドキュメントについて、特にユーザフレンドリなユーザインタ
ーフェースをユーザにもたらすことである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一実施例による方法は、
　装置に記録されたオーディオビジュアルドキュメントの導入部分の新たなラウンドアッ
プを作成する方法であって、
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　前記オーディオビジュアルドキュメントを２つの部分に分割するステップであって、一
方の部分は初期ラウンドアップであり、他方の部分は複数のオーディオビジュアルレポー
トを含む、ステップと、
　前記初期ラウンドアップを複数の初期ラウンドアップ部分に分割するステップと、
　前記複数の初期ラウンドアップ部分における或る初期ラウンドアップと、前記複数のオ
ーディオビジュアルレポートとの間の対応関係を調べ、前記複数の初期ラウンドアップ部
分に対応しない、前記複数のオーディオビジュアルレポートに属する少なくとも１つのオ
ーディオビジュアルレポートを検出するステップと、
　前記初期ラウンドアップ部分に対応しない前記少なくとも１つのオーディオビジュアル
レポートについて、該少なくとも１つのオーディオビジュアルレポートから抽出された少
なくとも１つの映像から、サマリを作成するステップと、
　作成された前記サマリを前記初期ラウンドアップに統合し、新たな導入部分のラウンド
アップを作成するステップと
　を有する方法である。
 
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例によるオーディオビジュアル受信機のブロック図。
【図２】ナビゲータにより実行される主なステップを示すフローチャート。
【図３ａ】記録されたドキュメントを分割する様子を示す図（新たなサマリの作成前）。
【図３ｂ】記録されたドキュメントを分割する様子を示す図（新たなサマリの作成後）。
【図４】事前にセグメント化され分割されたドキュメントのナビゲーションを可能にする
画面例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　上述したように本発明の一形態によれば、ラウンドアップに現れてないレポートが、新
たなラウンドアップに現れるようになり、ユーザは、オーディオビジュアルドキュメント
内でナビゲートすることができ、導入部分のサマリから、ドキュメントに包含され且つサ
マリに関連付けられているどのレポートにも移ることができる。ドキュメントをラウンド
アップの複数の部分に及び複数のレポートに分割することは、２段階で情報をユーザに提
供することを可能にし、第１段階の情報は、レポートの主題をユーザに通知することを可
能にし、第２段階の情報はレポート自身の内容である。
【００１２】
　一実施例によれば、作成された前記サマリを前記新たなラウンドアップに統合すること
が、レポートの順序に従ってなされる。これにより、ユーザはドキュメントの構造に従い
やすくなる。一実施例によれば、前記サマリを作成することが、例えば、司会者の姿の表
示のような所定の特徴を有するオーディオビジュアルシーケンスを抽出することによりな
される。これにより、作成されたサマリのシーケンスは、関連性がさらに深い情報内容を
有するようにできる。
【００１３】
　一実施例によれば、所与のレポートに関連するサマリの作成は、該レポートの持続時間
が所定値より長い場合にのみ行われる。これにより、ラウンドアップは、重要でないレポ
ートに関する多くのサマリにより混乱させられずに済む。一実施例によれば、複数のレポ
ートが同じシーケンスに連結され、該シーケンスは、少なくとも一部分がローカルに作成
されたサマリに関連付けられる。複数のレポートを収集することで、サマリの数を制限す
ることができる。一実施例によれば、連結されたレポートが、所定値より短い持続時間又
は特定のテーマのような特定の属性を有する。その結果、いくつかのレポートをグループ
化し、一意に関連するサマリを作成し、ユーザにとってさらに有意義になる。
【００１４】
　一実施例によれば、ナビゲーションの際、装置は、該装置が作成したラウンドアップを
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表示する間、視覚的な指示部を表示する。これにより、ユーザは、そのサマリが、初期の
ドキュメントには存在しないが、自身の装置によって作成されたことを知る。
【００１５】
　本発明は、オーディオビジュアル受信機にも関連し、その受信機は、中央処理ユニット
と、ドキュメントの保存手段に記録されたオーディオビジュアルドキュメントの少なくと
も一部を再生する手段と、選択コマンドの受付手段とを有するオーディオビジュアル受信
機であって、前記ドキュメントは、複数の部分に分割されたラウンドアップと、複数のレ
ポートとを含み、当該受信機は、ラウンドアップの各部分をレポートに関連付ける手段と
、ラウンドアップの部分に対応しない少なくとも１つのレポートのサマリを作成する手段
とを有し、前記サマリは、前記レポートから抽出されたオーディオビジュアルシーケンス
の少なくとも１つの映像から構築され、前記保存手段は、前記サマリを、前記ドキュメン
トの新たなラウンドアップに統合し、作成されたラウンドアップの部分を活性化する選択
コマンドを入力すると、対応するレポートの再生が始まる。
【００１６】
　本発明の他の特徴及び利点は、添付図面を参照しながら一例として与えられる以下の実
施例の説明により、さらに詳細に明らかにされる。
【実施例１】
【００１７】
　先ず、ディスプレイ装置２を備えたオーディオビジュアル受信機１の動作説明がなされ
る。受信機は、プログラムメモリ１２に接続された中央処理装置３と、高ビットレートの
ローカルディジタルバス６と共に通信するためのインターフェース５とを有し、バスはオ
ーディオ／ビデオデータがリアルタイムで伝送されることを可能にする。このネットワー
クは例えばＩＥＥＥ１３９４に基づくネットワークである。受信機は、復調器４に結合さ
れた受信アンテナを介してブロードキャストネットワークからオーディオ／ビデオデータ
を受信することができる。受信機は、遠隔制御部８からの信号を受信する赤外線信号受信
部７と、ダウンロードしたデータを保存するメモリ９と、テレビジョン画面２に送信され
るオーディオ信号を生成するオーディオ／ビデオデコード論理部１０とをさらに有する。
一実施例の場合、メモリ９は、オーディオビジュアルドキュメントを記録可能にする大容
量ハードディスクである。別の実施例の場合、オーディオビジュアルドキュメントは、コ
ンパクトディスクやＤＶＤディスク等のような取り外し可能な担体に含められ、その担体
は、受信機に組み込まれている読み取り周辺機器（図１には図示されていない）に挿入さ
れる。遠隔制御部は、↑、↓、→及び←のような方向ボタンと、少なくとも１つのボタン
「ＯＫ」とを有する。好適実施例の場合、方向は、カーソルを画面内で動かせるようにし
、ユーザが行い得るコマンドは、アイコンの形式で示され、ユーザが、要求したコマンド
に対応するアイコンにカーソルを置いて「ＯＫ」ボタンを押すと、そのコマンドが実行さ
れる。
【００１８】
　受信機は、画面上のデータに関する表示回路１１も有し、その回路はしばしば「オンス
クリーンディスプレイ」（ＯＳＤ：　Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）回路と言及
される。ＯＳＤ回路１１は、オンスクリーンディスプレイのメニューやピクトグラム（例
えば、表示されるチャネルの番号）を利用可能にするテキスト及び図形の生成部であり、
本発明に従って、ナビゲーションメニューを表示できる。ＯＳＤ回路は、中央処理装置３
及びナビゲータ１２により制御される。有利なことに、ナビゲータ１２は、リードオンリ
メモリに記録されたプログラムモジュールの形式で実現される。ナビゲータは、例えばＡ
ＳＩＣ形式のような特定用途回路の形式で実現されてもよい。
【００１９】
　ディジタルバス６及び／又はブロードキャストネットワークは、オーディオビジュアル
ドキュメントを含むデータをネットワークに送信する。おそらくは、これらのドキュメン
トは、記述的なデータ（ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｖｅ　ｄａｔａ）に関連付けられる。このデ
ータは、ブロードキャストネットワークから、又はディジタルネットワーク６から到来す
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る。特に、記述的なデータ（記述データ）は、ドキュメントの様々なセグメントを規定す
るセグメンテーション情報を含む。有利なことに、記述データは、ドキュメントの優れた
分解を可能にし且つあるテキストを含み、そのテキストは、少なくとも１つのタイトルが
各セグメントに与えられることを可能にする。記述データは、例えば、ＤＶＢ－ＳＩ規格
で指定されているサービス情報に含められ、受信機のメモリ９に記録される。ナビゲータ
は、それを抽出し、ナビゲーションを管理する。
【００２０】
　主な要素の説明に続いて、それらがどのように協同するかの説明がなされる。図２は、
本発明の実施例による主なステップのフローチャートを示す。先ず（ステップ２．１）、
ドキュメントが、ディジタルネットワーク６又はブロードキャストネットワークからダウ
ンロードされ、メモリ９に記録される。それに続いて又はしばらくして、そのドキュメン
トがラウンドアップと一群のレポートを含んでいることを、ユーザが示す。典型的には、
このドキュメントはテレビジョンのニュース番組であるが、ドキュメンタリでもよいし、
いくつもの難関で構成されたゲームでもよいし、より一般的には、ドキュメントのラウン
ドアップで表示される複数のシーケンスを有する如何なるビデオ又はオーディオドキュメ
ントでもよい。ドキュメントをマーキングしたことでプログラムの実行が開始され、その
プログラムは、ドキュメントを分析してラウンドアップを充実させるように設計されてい
る。
【００２１】
　ドキュメントがセグメンテーションデータを伴わずに受信された場合、プログラムは、
ソフトウエアセグメンテーションモジュールをローカルに使用することを決定し、そのモ
ジュールは、ドキュメントの中で、レポートや、それらのレポートを表すラウンドアップ
の部分を特定する。
【００２２】
　ステップ２．２では、ドキュメントは、複数のレポートのシーケンスに分けられる。こ
れを行う多くの方法が提案されている。例えば、可能性のある技法は、ビデオのショット
に分割した後に、決められた映像を表す反復的なショットを特定し、その映像は典型的に
はテレビジョンニュース番組の司会者の映像である。司会者が現れる２個所の間の様々な
ショットは、１つのレポートを特徴付ける１つの同じビデオセグメントにグループ化され
る。別の例の場合、ビデオシーケンスがショットに分割され、その後、ショットの内容の
視覚的な類似性及びそれらの時間的な近接性に基づいて、ショットがシーンにグループ化
される。音響的な環境（フットボールの試合に関するレポート、エコロジーのドキュメン
タリに関するレポート、最近の政治介入に関するレポート等は、異なる特徴を有する）を
分析することで、或いは報告を論評する同じレポータの声の連続性を分析することで、オ
ーディオ信号成分が観測されてもよい。司会者が現れる２個所の間の様々なショットは、
１つのレポートを特徴付ける１つの同じビデオセグメントにグループ化される。したがっ
て、レポートのリストだけでなく、司会者を含むショットのリストも、このモジュールの
出力から得られる。
【００２３】
　一般的に、セグメントから抽出された「主要画像（キーピクチャ）」の小規模の群毎に
、各セグメントを表現すること、及びそれらの画像の視覚的な属性間の知覚的な距離を評
価することで、セグメント間の視覚的類似性が評価される。使用される属性は、例えば、
支配的な色の分布や、勾配分布（ｇｒａｄｉｅｎｔ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｓ）等で
もよい。この第１の処理により、新しい番組は複数のレポートに分割され、それらレポー
トの１つは、ラウンドアップになる。
【００２４】
　ステップ２．３では、プログラムはドキュメント中のラウンドアップを見出し、それを
視覚的な同一性を表す部分に分割する。ラウンドアップがテレビジョンニュース番組の最
初の部分で発見されたものと仮定する（主な見出しを思い出させるため、ラウンドアップ
がニュース番組の終わりに再びブロードキャストされる、という他の仮定を行うことも可



(8) JP 5079817 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

能である。）。ラウンドアップの映像を探すことは、様々な仮定にしたがって実行可能で
あり、例えば、次のような仮定が考えられる：
　　－ラウンドアップの映像は、司会者の左上又は右下付近に位置する四角いサムネイル
を含む。
【００２５】
　　－ラウンドアップは、一連のビデオクリップの形式で司会者が登場する前に、ニュー
ス番組の初めにブロードキャストされる。
【００２６】
　他の視覚的な認識技術も存在する。例えば、最初のレポートに先行する総てのショット
の選択が、先ず実行される。これらのショット総てについて、ショット各々の画像総てに
ついて、サムネイル検出が実行される。この検出は或る知識（事実）に基づいており、そ
の知識とは、サムネイルは画像の或る部分に現れ、画像の残りの部分はほとんど不変のま
まである、ということである。例えば、数理形態学（ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ　ｍｏｒ
ｐｈｏｌｏｇｙ）による四角形の検出に関連する一連の画像間の相違をもたらす画像を利
用することができる。
【００２７】
　ラウンドアップがドキュメントの最初に現れ、レポートの画像は画面に挿入されるので
はなく画面全体に現れる場合、次の知識（事実）に基づく検出法を使用することができる
：
　　－司会者は、ラウンドアップと共に口頭でサマリ（ｓｕｍｍａｒｙ）を与える。これ
は、話者によるセグメンテーションを使用可能にし、画像が選択される。その画像の中で
司会者は喋っているが姿は見えない。
【００２８】
　　－ラウンドアップは、一般に、クレジット表示（ｃｒｅｄｉｔ）及び司会者の最初の
登場の間に編成されている。この場合、音楽トラックの検出やクレジット表示の事前の情
報に基づいて、クレジット表示を検出することは、ラウンドアップを、クレジット表示で
ないものとして検出可能にする。
【００２９】
　動作の変形例として、ステップ２．２及び２．３の実行順序は逆でもよい。記録された
ドキュメントを分析する最初の段階において、受信機は、記録されたドキュメントの画像
間の類似性を先ず調べる。これにより、ドキュメントは一連のショット群に分割され、あ
るショットシーケンスは、ある視覚的な連続性を表す。類似度合いを算出するため、ショ
ットシーケンスは互いに比較される。類似度合いが所定の閾値を超える場合、分析された
画像又はシーケンスショットは、２つずつ関連付けられる。この比較は、画像の比較だけ
でなく、画像の一部分の比較も含む。実際、ニュース番組は、最も目立つ画面位置の司会
者と共にラウンドアップを提示し、レポートに対応する画像を画面に挿入する。比較モジ
ュールは、画面に現れる映像の中で、ある小さな画像が挿入されている部分が存在するこ
とを検出し、その画像を使って比較を行う。
【００３０】
　類似性を評価するステップに続いて、受信機は、シーケンスショットの分布を分析し、
そのシーケンスショットは、他のシーケンスショットとの類似度合いによって区別（マー
ク）されている。受信機は少なくとも１つのシーケンスショットのグループを特定し、そ
のシーケンスショットは、ドキュメント中の他のシーケンスショットとの間で最高の類似
度合いを有する。このグループが、記録されたドキュメントの始まり又は終わりに位置し
ていなかった場合（これらはラウンドアップの通常的な位置である）、本方法は適用でき
ない。そうでなかった場合、グループを構成するシーケンスショット総てはラウンドアッ
プを形成し、ドキュメントの残りの部分は、一群のレポートと考えられる。特に、本方法
は、ラウンドアップの映像に司会者が存在していない場合や、ラウンドアップの映像が何
らかの特徴を備えていなかったような場合に有利に適用可能である。
【００３１】
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　レポート及びラウンドアップが検出されると、ステップ２．４において、ラウンドアッ
プの各部分とレポート各々との間に存在する類似性が検出される。本方法は、ラウンドア
ップの映像と、レポートの映像とを比較するステップを有する。測定距離に関連する映像
の属性を抽出する古典的な技法は、類似の指標を用意し、ラウンドアップ及びレポート映
像の関連付けを追跡できるようにする。多くの場合、ラウンドアップは、関連するレポー
トの映像サマリによって構成されているように考察可能であり、有利なことに、本発明は
時間的な要素を使用して、映像照合プロセスをさらに堅牢（ロバスト）にする。例えば、
ラウンドアップにおけるレポートの表示順序は、一般に、ニュース番組のレポートの順序
と同じである。したがって、ある類似度を示す２つの映像が同じ順序で提示され、一方の
画像がラウンドアップの中にあり、他方がレポートの中にあった場合、その類似の指標は
増やされる。
【００３２】
　目下の段階では、ドキュメントは分割され、ラウンドアップの部分とレポートとの間の
関連付けが行われる。ステップ２．５において、各レポートがラウンドアップの中で提示
されているか否かを、本プログラムは検査する。このため、ドキュメントのインデックス
テーブルがメモリ９の中に作成され、インデックステーブルは、ドキュメントの要素の各
々が索引付けされることを可能にする。以下は、ドキュメントに関連するテーブル例を示
し、コンテンツの時系列が図３ａに示されている。
【００３３】
【表１】

　上記の例の場合、レポート番号３はラウンドアップの中で表示されない。ステップ２．
５が終了した段階において、本プログラムは、ラウンドアップ部分に関連付けられていな
いレポートを総て特定している。
【００３４】
　ステップ２．６において、プログラムは、現在のラウンドアップの部分に関連付けられ
ていないレポートについて、好ましくは短時間のサマリを、自動的に生成する。これを行
うため、本プログラムは、オーディオビジュアル又はビデオシーケンスに連結されている
レポートのエッセンス（ビデオセグメント、キーピクチャ又は主要な画像）を所定数個選
択する。好適実施例の場合、レポートのエッセンスの選択は、レポートのショット各々に
ついて数秒かけて実行される。レポートショットの視覚的な及び／又は聴覚的な内容を分
析することで、その数秒の期間の長さは異なってよい。例えば、ショットは顔の表示を含
まなければならない、或いは最小の動きのビデオセグメントを含まなければならない、等
々である。別の処理方法は、司会者の姿を含むレポートのシーケンスショットのみを取得
するステップを有する。別の処理方法は、強い音を含むレポートのシーケンスショットの
みを取得するステップを有し、この方法は、スポーツのレポートを要約する際に特に有用
である。
【００３５】
　ステップ２．７において、プログラムは、作成シアタサマリを初期のラウンドアップに
自動的に追加することで、初期のラウンドアップを修正する。有利なことに、有利なこと
に、これらのサマリのビデオコンテンツは或るアイコンでマークされ、そのアイコンは、
これらの部分が、記録されているドキュメントにローカルに追加されたことをユーザに示
す。簡易な方法の場合、作成されたサマリの追加は、現在のラウンドアップの終わりの部
分になされる。変形例としては、作成されたラウンドアップ部分を、ドキュメントの中で
レポートが出現する順序で追加する。ラウンドアップ部分が、既に各レポートと同じ順序
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ではなかった場合、所与のレポートについて作成されたサマリは、ドキュメントの中で先
行しているレポートに対応するラウンドアップ部分の後に挿入される。ステップ２．７が
終了すると、総てのサマリがラウンドアップに自動的に挿入され、それ自身ドキュメント
をなす。ドキュメントのインデックステーブルは、ラウンドアップの部分と各レポートと
を関連付け、ドキュメントに関するテーブルの具体例が以下に示され、コンテンツの時系
列が図３ｂに示されている。
【００３６】
【表２】

　レポート３について２０秒間のサマリが作成されていることが、テーブルに示されてお
り、その結果、サマリ及びレポートの以後の部分はその時間分だけずれるようにシフトし
ている。全体的に、記録されたドキュメントの持続時間は、本プログラムにより作成され
たサマリの合計持続時間の分だけ増やされる。
【００３７】
　図３ａは、ドキュメントを分割し、ラウンドアップの部分とレポートとの間の類似性を
判定する様子を示す。ステップ２．２及び２．３により、オーディオビジュアルドキュメ
ントは、４つの部分を有するラウンドアップと、ラウンドアップに続く５つのレポートと
を含むことを、本プログラムは確認する。ステップ２．４において、ラウンドアップ部分
と各レポートとの間の類似性を分析することで、本プログラムは、ラウンドアップ部分と
各レポートとの間に４つの対応関係を設定できている：すなわち、ラウンドアップの第１
部分と第１のレポートとの対応関係、ラウンドアップの第２部分と第２のレポートとの対
応関係、ラウンドアップの第３部分と第４のレポートとの対応関係、及びラウンドアップ
の第４部分と第５のレポートとの対応関係である。ステップ２．５において、第３のレポ
ートはラウンドアップの中で提示されていないことを、本プログラムは確認している。上
述した手順により、本プログラムは、ステップ２．６において、第３のレポートのサマリ
を自動的に作成する。この作成の後サマリはステップ２．７においてラウンドアップに挿
入され、図３ｂは、５つのサマリの部分と共にドキュメントを分割した様子を示し、各サ
マリの１つは、５つのレポートの内の１つに関連付けられる。
【００３８】
　一実施例の場合、所与のレポートに関連するサマリの作成は、そのレポートの持続時間
が所定期間より長い場合にのみ行われる。実際、ニュース番組は、非常に短時間の些細な
ニュースのレポートを含むことが一般的である。したがって、さらに短時間のサマリを作
成することが有意義であることはほとんどなく、しかも、それらのレポートの重要度から
言っても、些細なニュースをラウンドアップに導入することは正当化されない。このよう
な理由により、所定値（典型的には、１５秒）未満の持続時間のレポートについて、本プ
ログラムはサマリを作成しない。一実施例では、短い持続時間の複数のレポートは、リン
クされ、次々に連結される。こうして、これらのレポートが、より長い持続時間を有する
レポートどうしの間で、ドキュメントの中で広げられたとしても、それらは同じコマンド
により選択され表示されることが可能である。短時間のレポート全体は、ある画面ページ
に関連付けられ、例えば「概要（ｉｎ　ｂｒｉｅｆ）」のような一般的な文字を表示する
。ユーザがこのページを起動（アクティブに）すると、その短時間のレポート全体を表示
する処理が始まる。
【００３９】
　短い持続時間のレポート群を選択し、それらを所与のサマリに関連付ける判断基準が、
単なる一例として与えられる。ラウンドアップでは参照されない、レポートのテーマを決
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定し、例えばスポーツのような同じテーマのレポートを、同じラウンドアップの部分に関
連付けることでグループ化し直してもよい。このラウンドアップの部分はオリジナルのド
キュメントにおける既存のものでもよく、本プログラムは、例えば、テーマ名を表示する
ビデオシーケンスを追加してもよい。
【００４０】
　こうして、ユーザはドキュメント内をナビゲートすることができるようになり、あるラ
ウンドアップの部分から関連するレポートへ又はその逆へ簡易に移ることができる。ユー
ザインターフェースは、ドキュメント内のナビゲーションを可能にする。図４は、事前に
セグメント化されたビデオドキュメント内でナビゲーションを行う際の画面例を示し、レ
ポート及びラウンドアップ部分の間のナビゲーションリンクが設定されている。
【００４１】
　図４は、記録されたビデオドキュメントを視聴する際の画面例を示す。ビデオコンテン
ツは背景に現れ、コマンドバナー５０が画面の下側に現れる。
【００４２】
　書籍の形状の次のアイコン５１
【数１】

は、表示されているビデオコンテンツがラウンドアップから抽出されていることを
示すために現れている。
【００４３】
　映写機の形状の次のアイコン

【数２】

は、ビデオコンテンツがニュース番組のレポートの部分から抽出されていることを
示すために現れている。バナーは以下のコマンドアイコンを含み、ユーザに提示される：
　　－（５２）関連するラウンドアップ／レポートを交換する。
【００４４】
　　－（５３）ラウンドアップ又はレポートの最初に戻る。
【００４５】
　　－（５４）ラウンドアップ抽出をスキップし、以前のレポートに移る。
【００４６】
　　－（５５）ラウンドアップ抽出をスキップし、次のレポートに移る。
【００４７】
　　－（５６）フレームを凍結（固定）する。
【００４８】
　　－（５７）通常の動作速度／スローの動作速度で視聴する。
【００４９】
　　－（５８）レポートモードによる継続／レポート。
【００５０】
　第１コマンド５２は、ラウンドアップの抽出内容を視聴し、関連するレポートが表示さ
れるようにする。デフォルトとして、ラウンドアップが視聴されるように設定されている
。ユーザが如何なるコマンドも入力しなかった場合、ユーザは、ニュース番組を構成する
主なレポートのテーマ（目的、対象）を速やかに知ることができる。
【００５１】
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　コマンド５８は、レポート又はラウンドアップの抽出内容を表示できるようにし、及び
ラウンドアップの視聴を開始する又は開始しないようにすることができる。デフォルトで
はこれは継続モードになっている：ユーザがコマンド５２をイネーブルにし、関連するレ
ポートを視聴する場合、このレポートだけでなく後続のものも、ニュース番組の終わりに
至るまで表示される。ユーザがレポート／レポートモードをイネーブルにした場合、そし
て、アイコン５２の起動により開始され視聴したレポートが終了した場合、ラウンドアッ
プの次の部分を見ることで、ラウンドアップの視聴が続く。
【００５２】
　このインターフェースを利用することで、対象物がユーザにとって興味を引くものであ
った場合、ラウンドアップの部分から対応するレポートへ移ることで、ユーザは抽出物か
ら抽出物へナビゲートすることができる。したがって、本方法は、映像を処理してそれら
の表示を修正する必要はなく、また受信したものから別の映像を作成する必要もない。し
たがって本装置は多くの電力を消費しない。
【００５３】
　以上、本発明は図示の特定の実施例に関して説明されたが、本発明はこれらの実施例に
限定されず、添付の特許請求の範囲によってのみ規定される。変形例や修正例は当業者に
とって認識可能であることに留意を要する。

【図１】 【図２】

【図３ａ】
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